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【背景】

薬物依存症対策において家族支援は極めて重要であり,欧

米では様々な家族介入方法が開発され,効 果をあげている1).

一方,わ が国の家族支援は,質 量ともに不十分な状況が続い

てお り2),医 療保健機関等が実施 している家族心理教育プロ

グラムも,様 々な家族のニーズを十分満たしているとはいえ

なかった3).そ こで,家 族の多様なニーズに対応できる心理

教育プログラム(以 下,プ ログラムと記す)の 開発を目指す

ことを目的とした研究を開始した.こ れまで8種 類のテキス

トを作成 し,全 国の医療保幽幾関への普及を進めている.

今回は,平 成22年 度に作成 した4種 類の教材(「薬物依存

症とは」「上手なコミュニケーションで本人を治療につなげ

る」「長期的な回復を支え,再 発 ・再使用に備える」「家族の

セルフケア」)を用いて,理 解度及び有効性等を検討するため

のアンケー ト調査を実施したので,そ の結果を報告する.

【方法】

精神保健福祉センター8機 関と精神科病院2機 関の家族教

室を利用する延べ415名 の家族を対象に,職 員がプログラム

を実施した後,自 記式のアンケー ト調査への協力を依頼した

(新潟医療福祉大学倫理審査委員会の承認済み).

【結 果 】

対 象者 に 同一 人物 が複 数 回含 まれ てい る可 能性 が あ るため,

家族 や薬 物依 存 症者本 人(以 下,本 人 と記 す)に 関す るデ ー

タは,「薬 物 依存 症 とは」の プ ログ ラム実施 後 ア ンケー トに回

答 した対 象者(116名)の み に絞 り分析 を行 っ た.家 族 は50～

60代(68.1%),女 性(76.7%),親(86.2%)が 多 か った.

ま た,継 続 的 に支援 を受 け る よ うに なっ てか ら5年 未満 の割

合(56.1%)が 高 く,1年 未 満 も23.3%存 在 した.精 神 的健 康

度(GHQ28)の 評価 では56.9%が 神 経 症群 に弁 別 され た.本

人 は20～30代(74.8%),男 性(85.3%)が 多 く,未 だ 断薬

に 至 らな い者 や 刑 務所 や 医療 機 関 に入 所 中 の者 が合 わせ て

53.5%と 多 か った.現 在 の家 族 と本人 との関係 性 は,一 緒 に

暮 らしてい た り,離 れて 暮 らしてい る ものの頻 繁 に連 絡 を取

り合 った りしてい る者 の割 合 が合 わせ て64.7%と 高か っ た.

プ ログ ラムの理 解度 につ いて は,教 材 ご との差 は認 め られ

ず,全 体 で み る と,「か な り理 解 で きた」ま たは 「完全 に理 解

で きた」 と回答 した者 の割 合 は52.3%に とどま ってい た.ま

た,「離れ て暮 ら して い るが頻繁 に連 絡 を取 り合 う群 」の理解

度 が最 も低 く,「離れ て暮 らしてお りあ ま り(ま った く)連 絡

を取 り合 わ ない群 」 の理解 度 が最 も高 いな ど,家 族 と本 人 と

の関係 性 に よって,理 解 度 に有 意 な差 が認 め られ た(Pearson

のカイ2乗 検 定,p〈0.001).

有効 性 につ い て も,教 材 ご との差 は認 め られず,全 体 で み

る と,70.4%の 家族 が 「かな り役 に立つ 」 ま たは 「非 常に役

に立つ 」 と回答 して いた.し か し,精 神 的健康 度(GHQ28)に

よ る差 が認 め られ,「 神 経症 群 」は 「健 常群 」に比べ て有 効 で

あ る と感 じる者 の割 合 が有 意 に低 か った(Pearsonの カイ2

乗 検 定,p=0.013).

【考察】

家族と本人の関係性や薬物使用状況に関する分析結果から

は,薬 物問題が継続 している本人の身近で生活しながら心身

ともに疲弊する親の姿が,対 象者の特徴として浮上した.

プログラムの理解度については,「理解良好群」は5割 程度

であり,一 度の参加では十分な理解を得ることは難しいこと

が示唆された。プログラムを実施する機関は,同 じ種類の教

材を用いたプログラムに繰 り返 し参加できる環境を家族に提

供することが望ましい.有 効性については,「有効群」が7

割を占め,一 定の有効性が確認できた.精 神的健康度や本人

との関係性によって,プ ログラムに対する理解度や有効性が

低くなってしまう家族が存在するため,個 別の評価や支援を

忘れてはならない.

【結論】

医療保健機関の依存症家族教室参加者を対象にアンケー ト

調査を実施 したところ,プ ログラムの有効性は確認できたも

のの,理 解度については課題が残り,繰 り返し学習すること

の必要性が示唆された.今 後は,十 分な理解が得られない家

族の特徴を明らかにするとともに,新 たな教材を増やし,プ

ログラムの完成を目指したい.
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